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（補足）陸上養浜シミュレーション（粗粒材10万m3養浜）

横堤を延伸し、粗い砂を10万m3養浜

粗い砂：1mm
現地の前浜の砂：0.2mm
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2012年基準
横堤を延伸し、粗粒材を10万m3養浜したこ
とで、前浜の地盤が平均0.5m上昇し、50年
後も前浜が維持される結果となった。

60m45m



（補足） 底質調査結果
• 土砂投入後における、水底土砂の有害物質溶出試験を実施

した結果、すべての項目について、水底土砂に係る判定基
準値内であった。
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（補足）底生生物出現種一覧

調査日：平成24年10月21日～22日

5m C 5m

1 軟体動物 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Unbonium giganteum ﾀﾞﾝﾍﾞｲｷｻｺﾞ ○ ○ ○

2 盤足 ﾀﾏｶﾞｲ Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ ○ ○
3 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra nipponica ﾁｺﾞﾊﾞｶｶﾞｲ ○
4 Pseudocardium sachalinense ｳﾊﾞｶﾞｲ

H24-Ｔ（対照区）
科 学　名 和　名／地　点番号 門 綱 目

4 Pseudocardium sachalinense ｳﾊﾞｶﾞｲ
5 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Gomphina melanegis ｺﾀﾏｶﾞｲ ○ ○
6 Meretrix lamarckii ﾁｮｳｾﾝﾊﾏｸﾞﾘ ○ ○ ○
7 節足動物 軟甲 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ Trachypenaeus curvirostris ｻﾙｴﾋﾞ ○
8 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes spinifrons ﾄｹﾞﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ ○ ○ ○
9 ﾍｲｹｶﾞﾆ Paradorippe granulata ｻﾒﾊﾀﾞﾍｲｹｶﾞﾆ ○ ○

10 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra syndactyla ﾋﾗｺﾌﾞｼ ○ ○ ○
11 ｶﾗｯﾊﾟ Matuta lunaris ｷﾝｾﾝｶﾞﾆ
12 ｶﾞｻﾞﾐ Ovalipes punctatus ﾋﾗﾂﾒｶﾞﾆ ○
13 棘皮動物 ｳﾆ ﾀｺﾉﾏｸﾗ ﾖｳﾐｬｸｶｼﾊﾟﾝ Scaphechinus mirabilis ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ

1）○は出現を示す。
2）5mN：HL2号前面　5mS：HL3号前面



下図は、チョウセンハマグリを例とした貝類の生活史と海浜地形（断面）の関係です。
チョウセンハマグリは有機物を海水ごと体内に取り入れ、有機物を濾しとって摂食する濾過摂食者です。本種は潜砂能力を持つことで陸

上に打ち上げられる危険を回避し、濾過摂食者にとって餌となる有機物等が多い砕波帯に適応した生活を送っています。
砕波帯は、陸からの有機物の供給と激しい流動により、沖側に比べて海水中の有機物が多く、これらが周囲に比べて比較的流動が穏

やかなヨブに集まります。
また、砕波帯に形成されるヨブは周辺に比較して波浪の影響が緩和されるため、チョウセンハマグリの浮遊幼生が着底するとともに、周

囲の有機物を摂食し成育する場としても利用されています。
ヨブやSandBarが再形成されつつある現状の海浜地形は、チョウセンハマグリの生活史の中で重要な役割を果たしています。

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

稚貝（殻長 2～5 ㎜）
翌春に汀線に出現 

水
深
５

産卵 
浮遊幼生
の着底 

浮遊幼生期 
受精後 10～13 日で着底 

 砕波帯（サーフゾーン） 浅海 潮間帯 

SandBar ヨブ 

（補足）チョウセンハマグリ生息場としての海浜地形
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ｍ
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成貝 
成熟期：殻長 44 ㎜以上 

稚貝 
殻長 2 ㎜以下で越冬 




